
 

第２回草加市男女共同参画審議会会議録 
   （概要版） 
 

１ 開催日時 

  令和３年８月２５日（水）午後２時から午後３時４０分まで 

 

２ 開催場所 

  草加市役所本庁舎西棟５階 第１、第２会議室 
 

３ 出席者の氏名 

 ⑴ 委 員 加藤 由美子委員、清水 秀逸委員、清水 光子委員、 

       長谷川 清治委員、榎本 美智子委員、星島 由香委員、 

       安原 陽平委員、善生 まり子委員、堀 美紀子委員、 

       大場 秀樹委員 

 ⑵ 事務局 多田総合政策部長、冨岡総合政策部副部長、板橋人権共生課長、 

       阿部人権共生課課長補佐、井田人権共生課主査 
 

４ 会議の次第 

 ⑴ 開 会 

 ⑵ 審 議 

  ① 令和２年度男女共同参画年次報告書及び令和２年度事業の達成状況の

    評価作成について 

  ② 草加市男女共同参画プラン２０２１に係る年次報告書及び達成状況の

    評価様式について 

 ⑶ 閉 会 

 

５ 公開・非公開の別 

  公開 
 

６ 傍聴者数 

  なし 
 

７ 審議の結果 

 ⑴ 第１回審議会（令和３年６月２８日（月）開催）で、委員から意見が出



 

  された新型コロナウイルス感染症拡大防止により、やむを得ず未実施とな

  った事業の課題評価については、事務局から検討の結果、ｄ評価（課題を

  意識したが、成果につながらなかった）とさせていただきたい旨を説明。

  委員から様々なご意見が出されたが、最終的に「ｄ評価とする」か「今回

  は評価対象としない」かの２択で多数決を行い、「ｄ評価とする」ことに

  決まった。なお、今回をもって、同年次報告書（案）に係る審議を終了し、

  今後、事務局で市民公表用となる同報告書の作成手続きを進めていく。 

 ⑵ 事務局から、市の令和２年度中の取組に対する審議会の評価を掲載する

  報告書である「令和２年度事業の達成状況の評価」を作成いただきたいこ

  とをお伝えし、併せて、本日の審議用に審議会委員のご意見欄が空欄とな

  っている事前送付資料３「令和２年度事業の達成状況の評価（案）」を作

  成したことを説明した。 

   加藤会長のご提案により、各委員がどの部分の意見を記述するか役割分

  担を決めた。 

 ⑶ 草加市男女共同参画プラン２０２１に係る年次報告書及び達成状況の評

  価様式について、事務局から、第１回審議会で委員から改善意見が出され

  ていた箇所を事前送付資料５「草加市男女共同参画プラン２０２１ 年次

  報告書及び達成状況の評価（様式案）」７ページのとおり修正させていた

  だきたいと説明し、委員の了承を得た。 

   第１部「年次報告書」内、第２章「施策の実施状況」の様式については、

  事務局から同資料８ページのとおり作成したいことを説明した。委員の修

  正意見等はなかったが、審議会終了後に再度ご確認いただき、お気づきの

  点等があれば、第３回審議会（令和３年１０月２８日（木）開催予定）で、

  改めてお話しいただくことになった。 
 

８ 主な意見 

 ⑴ 令和２年度男女共同参画年次報告書の作成について 

  ・ 新型コロナウイルス感染症の影響で、やむを得ず実施できなかった事

   業についても、課題評価をａ評価からｆ評価のいずれかに当てはめなけ

   ればならないのか。ｄ評価とした場合、過去、最も低い平均点数となる

   が、不可抗力であり準備も行っていたことから、分母に含まない（ノー

   カウント）という方法は可能なのか。 

  ・ 課題評価は、事業を実施した側の視点に立つか、サービスを受ける市

   民の視点に立つかにより、ｄ評価とするかｆ評価（事業未実施）にする

   かが変わってくると思う。 



 

  ・ ｆ評価は、最初から比較しないことになるので、ｄ評価でよいと思う。 

  ・ 草加市だけでなく、日本全体のＩＴ環境が遅れており、何をするにも

   代替策がとれないということが、事業が中止になった理由としてあると

   思う。これだけ新型コロナウイルス感染症の発生から時間が経過してい

   るのだから、やろうと思ったけれどできなかったという事業を分母に含

   まない（ノーカウント）こととし、やるつもりだったから、今までと同

   じ点数をというのは違うのではないかと感じる。 

 

 ⑵ 草加市男女共同参画プラン２０２１に係る年次報告書及び達成状況の評

  価様式について 

  ・ 事前送付資料５「草加市男女共同参画プラン２０２１ 年次報告書及

   び達成状況の評価（様式案）」８ページの第１部「年次報告書」内、第

   ２章「施策の実施状況」の様式については、「課題評価」を廃止し、「今

   後の予定」に変更するとのことだが、選択肢となる「拡大」「縮小」「廃

   止」は意味が分かるが、「見直し」については、どの位の「見直し」の

   ことをいうのか。 

  ・ 「課題評価」を「今後の予定」に変えるのはよいと思う。９ページの

   「提案１」に、「担当課には、文章で表現してもらうことを重視し、～」

   とあるが、今後は今以上に具体的になるということか。 

 

９ 審議の概要 

  詳細な会議録は、市役所情報コーナーで公開する。 


